
北陸地域の総合経済動向
（２０２６年２月指標を中心として）

２０２６年４月２２日

経済産業省 中部経済産業局
電力・ガス事業北陸支局

注） １．比較は、断りのあるものを除き、２０２６年２月実績値による。
  ２．「Ｐ」は、速報値。 

  ３．「北陸地域」とは、富山、石川及び福井の３県を指す。
  ４． 前月比および前年同月比は、増減率（％）。

次回公表予定日 ２０２６年５月２７日（水曜日）

（お問合せ先）
中部経済産業局 電力・ガス事業北陸支局

北陸経済企画調査室長 野村

担当：土田、上野

 電話：０７６－４３２－５５９０（直通） 
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北陸地域の総合経済動向
（２０２６年２月指標を中心として）

持ち直しの動きがみられる。

緩やかに改善している。

○設備投資は、全産業、製造業は前年度を上回り、非製造業は前年度を下回る計画となっている。

請負金額は２か月ぶりに前年を上回る。

新設住宅着工戸数は２か月ぶりに前年を下回る。

輸出は２か月ぶりに前年を上回り、輸入は５か月連続で前年を下回る。

新規求人数は７か月連続で前年を下回り、有効求人倍率は前月から低下した。

企業倒産件数は２か月連続で前年を上回る。

北陸地域の経済動向は、持ち直しの動きがみられる。

総括判断は、２０２６年３月発表以来、２か月連続。

○雇用は、

○企業倒産は、

　先行きについては、能登半島地震・奥能登豪雨、イラン情勢など国際情勢、米国の関税措置、為替、

エネルギー・原材料価格、商品価格、賃金の動向等による影響などを注視していく必要がある。

○生産は、

○貿易は、

○個人消費は、

○公共投資は、

○住宅投資は、



判断の推移
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2025年 2025年 2026年 2026年 2026年 2026年
11月21日 12月24日 1月23日 2月25日 3月26日 4月22日
2025年9月 2025年10月 2025年11月 2025年12月 2026年1月 2026年2月

持ち直しの動きに弱さ
がみられる
（１０か月連続）

持ち直しの動きに弱さ
がみられる
（１１か月連続）

持ち直しの動きに弱さ
がみられる
（１２か月連続）

持ち直しの動きに弱さ
がみられる
（１３か月連続）

持ち直しの動きがみら
れる（↑）

持ち直しの動きがみら
れる
（２か月連続）

弱い動きとなっている
（７か月連続）

弱い動きとなっている
（８か月連続）

弱い動きとなっている
（９か月連続）

弱い動きとなっている
（１０か月連続）

持ち直しの動きがみら
れる（↑）

持ち直しの動きがみら
れる
（２か月連続）

◎化学工業
横ばい
（１２か月連続）

横ばい
（１３か月連続）

横ばい
（１４か月連続）

横ばい
（１５か月連続）

持ち直しの動き(↑)
持ち直しの動き
（２か月連続）

◎電子部品・デバイス工業 下げ止まり(↑)
下げ止まり
(２か月連続)

下げ止まり
(３か月連続)

持ち直しの動き(↑)
持ち直しの動き
（２か月連続）

持ち直しの動き
（３か月連続）

◎生産用機械工業
持ち直しの動き
（５か月連続）

足踏み状態（↓）
足踏み状態
（２か月連続）

弱い動き(↓)
弱い動き
（２か月連続）

下げ止まり（↑）

◎金属製品工業
弱い動き
（８か月連続）

弱い動き
（９か月連続）

弱い動き
（１０か月連続）

弱い動き
（１１か月連続）

弱い動き
（１２か月連続）

弱い動き
（１３か月連続）

◎繊維工業
下げ止まり
（１７か月連続）

下げ止まり
（１８か月連続）

下げ止まり
（１９か月連続）

横ばい
横ばい
（２か月連続）

横ばい
（３か月連続）

緩やかに改善している
（１８か月連続）

緩やかに改善している
（１９か月連続）

緩やかに改善している
（２０か月連続）

緩やかに改善している
（２１か月連続）

緩やかに改善している
（２２か月連続）

緩やかに改善している
（２３か月連続）

（注）　下線部は、先月からの変更箇所。

生
産
の
主
要
業
種
の
判
断
推
移

個人消費

公表年
公表月日
実績月

総括判断

生産
（総合）



動向の推移
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2025年 2025年 2026年 2026年 2026年 2026年
11月21日 12月24日 1月23日 2月25日 3月26日 4月22日
2025年9月 2025年10月 2025年11月 2025年12月 2026年1月 2026年2月

◎設備投資
全産業、製造業、非製造
業において前年度を上回
る計画となっている

全産業、製造業、非製造
業において前年度を上回
る計画となっている

全産業、製造業、非製造
業において前年度を上回
る計画となっている

全産業、製造業、非製造
業において前年度を上回
る計画となっている

全産業、製造業、非製造
業において前年度を上回
る計画となっている

全産業、製造業は前年度
を上回り、非製造業は前
年度を下回る計画となっ
ている

◎公共投資
請負金額は２か月連続で
前年を下回る

請負金額は３か月ぶりに
前年を上回る

請負金額は２か月連続で
前年を上回る

請負金額は３か月連続で
前年を上回る

請負金額は４か月ぶりに
前年を下回る

請負金額は２か月ぶりに
前年を上回る

◎住宅投資
新設住宅着工戸数は６か
月連続で前年を下回る

新設住宅着工戸数は７か
月連続で前年を下回る

新設住宅着工戸数は８か
月連続で前年を下回る

新設住宅着工戸数は９か
月連続で前年を下回る

新設住宅着工戸数は１０
か月ぶりに前年を上回る

新設住宅着工戸数は２か
月ぶりに前年を下回る

◎貿易
輸出は６か月ぶりに前年
を上回り、輸入は３か月
ぶりに前年を上回る

輸出は２か月連続で前年
を上回り、輸入は２か月
ぶりに前年を下回る

輸出は３か月連続で前年
を上回り、輸入は２か月
連続で前年を下回る

輸出は４か月連続で前年
を上回り、輸入は３か月
連続で前年を下回る

輸出は５か月ぶりに前年
を下回り、輸入は４か月
連続で前年を下回る

輸出は２か月ぶりに前年
を上回り、輸入は５か月
連続で前年を下回る

◎雇用

新規求人数は２か月連続
で前年を下回り、有効求
人倍率は前月から低下し
た

新規求人数は３か月連続
で前年を下回り、有効求
人倍率は前月から低下し
た

新規求人数は４か月連続
で前年を下回り、有効求
人倍率は前月から低下し
た

新規求人数は５か月連続
で前年を下回り、有効求
人倍率は前月から低下し
た

新規求人数は６か月連続
で前年を下回り、有効求
人倍率は前月と同値で
あった

新規求人数は７か月連続
で前年を下回り、有効求
人倍率は前月から低下し
た

◎企業倒産
企業倒産件数は６か月連
続で前年を上回る

企業倒産件数は８か月ぶ
りに前年を下回る

企業倒産件数は２か月連
続で前年を下回る

企業倒産件数は３か月連
続で前年を下回る

企業倒産件数は４か月ぶ
りに前年を上回る

企業倒産件数は２か月連
続で前年を上回る

公表年
公表月日
実績月

需
要
の
動
向
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生産は、持ち直しの動きがみられる。

鉱工業生産の動向を指数（２月速報）でみると、化学工業（医薬品）、電子部品・デバイス工業
（電子部品）などが減少したことから、前月比４．４％減と３か月ぶりの低下となった。

前年同月比は２．５％増と３か月連続で前年を上回った。

主要業種の動向をみると、化学工業は、後発医薬品中心に医薬品の需要が好調に推移していること
から持ち直しの動きとなっている。電子部品・デバイス工業は、海外向け自動車部品などの一部に回
復の動きがみられ持ち直しの動きとなっている。生産用機械工業は、海外向けの一部で弱い動きが続
いてるものの繊維機械などで回復の動きがみられ下げ止まりとなっている。金属製品工業は、アルミ
ニウムサッシが低調なことなどから弱い動きとなっている。繊維工業は、海外向けが堅調なことなど
から横ばいとなっている。以上のことから、判断を据置き２か月連続で「持ち直しの動きがみられ
る」とした。

１．生産
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１．生産

北陸地域

全国

原指数

2026年 2026年 2026年

1月 2月p 2月p

106.0 101.3 ▲ 4.4 96.7 2.5

季節調整済指数

前月比
前年

同月比

原指数

2026年 2026年 2026年

1月 2月 2月

104.5 102.4 ▲ 2.0 97.9 0.4

季節調整済指数

前月比
前年

同月比



6

（１）化学工業
医薬品などが減少したことから、前月比
は８．２％減と３か月ぶりに低下。

１．生産

（２）電子部品・デバイス工業
電子部品などが減少したことから、前月
比は９．２％減と４か月ぶりに低下。

原指数

2026年 2026年 2026年

1月 2月p 2月p

123.3 113.2 ▲ 8.2 110.5 19.1

季節調整済指数

前月比
前年

同月比

原指数

2026年 2026年 2026年

1月 2月p 2月p

108.8 98.8 ▲ 9.2 85.6 6.2

季節調整済指数

前月比
前年

同月比
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（３）生産用機械工業
金属加工機械などが増加したことから、
前月比は１．７％増と２か月連続で上昇。

（４）金属製品工業
建築用金属製品などが減少したことから、
前月比は１０．４％減と２か月ぶりに低
下。

１．生産

原指数

2026年 2026年 2026年

1月 2月p 2月p

98.7 100.4 1.7 109.5 ▲ 4.5

前月比
前年

同月比

季節調整済指数

原指数

2026年 2026年 2026年

1月 2月p 2月p

101.6 91.0 ▲ 10.4 82.9 ▲ 2.4

季節調整済指数
前年

同月比
前月比
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（５）繊維工業
織物などが増加したことから、前月比は
３．９％増と２か月ぶりに上昇。

１．生産

原指数

2026年 2026年 2026年

1月 2月p 2月p

90.8 94.3 3.9 89.5 ▲ 7.3

前年

同月比

季節調整済指数

前月比
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２．個人消費

2月速報値
販売額：百万円

（全店）
前年同月比（全店）

百貨店 4,469 7.3

スーパー 28,736 3.3

コンビニエンスストア 19,114 2.0

家電大型専門店 6,986 7.2

ドラッグストア 31,351 4.8

ホームセンター 3,907 1.3

合計 94,563 3.9

個人消費は、緩やかに改善している。

   ２月の商業動態統計小売６業態販売額（全店ベース（速報値））は、前年同月比３．９％増と４８か月連続で前年を上回った。

　百貨店は、衣料品や食料品が好調。スーパーは、物価の上昇に伴い販売額が増加。コンビニエンスストアは、おにぎりやお弁当が堅調に推移。

家電大型専門店は、エアコン等が好調。ドラッグストアは、新規出店効果に加え、飲食料品が好調。ホームセンターは、農業資材などが好調。

　以上のことから、判断を据え置き２３か月連続で「緩やかに改善している」とした。
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２．個人消費

北陸　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

前年同月比

（既存店）

百貨店 4,469 7.3 7.3

　百貨店は、１１か月ぶりに前年を上回った。

（１）百貨店販売額

全国　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

前年同月比

（既存店）

百貨店 472,321 1.6 2.0
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２．個人消費

北陸　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

前年同月比

（既存店）

スーパー 28,736 3.3 2.5

（２）スーパー販売額

　スーパーは、１９か月連続で前年を上回った。

全国　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

前年同月比

（既存店）

スーパー 1,300,137 2.9 1.8
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２．個人消費

北陸　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

コンビニエンスストア 19,114 2.0

　コンビニエンスストアは、２か月ぶりに前年を上

回った。

（３）コンビニエンスストア販売額

全国　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

コンビニエンスストア 1,001,419 2.2
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２．個人消費

北陸　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

家電大型専門店 6,986 7.2

（４）家電大型専門店販売額

　家電販売は、２か月連続で前年を上回った。

全国　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

家電大型専門店 371,915 2.9
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２．個人消費

北陸　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

ドラッグストア 31,351 4.8

（５）ドラッグストア販売額

　ドラッグストアは、５８か月連続で前年を上

回った。

全国　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

ドラッグストア 744,505 5.6
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２．個人消費

北陸　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

ホームセンター 3,907 1.3

（６）ホームセンター販売額

　ホームセンターは、２か月連続で前年を上

回った。

全国　2月速報値
販売額：百万円

（全店）

前年同月比

（全店）

ホームセンター 225,739 ▲ 1.2
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２．個人消費

（出所）（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会

北陸　2月 新規登録・届出台数 前年同月比

乗用車 8,917 ▲ 7.7

（７）乗用車新規登録・届出台数

　2か月連続で前年を下回った。

全国　2月 新規登録・届出台数 前年同月比

乗用車 328,042 ▲ 7.4



北陸地域の設備投資計画等

（前年度比・％）

2024年度実績 2025年度計画 2026年度計画

全産業 2.3 25.1 1.2

　 製造業 1.7 39.7 2.7

非製造業 3.0 8.7 ▲ 1.0

（出所）日本銀行金沢支店（北陸短観２０２６年３月調査）

（注１）調査対象企業は、資本金２千万円以上の民間企業（「金融機関」及び「経営コンサルタント業、純粋持株会社」を除く）。

（注２）ソフトウェア投資額・研究開発投資額を除くベース。 

設備投資は、全産業、製造業では前年度を上回り、非製造業では前年度を下回る計画

となっている。

17

３．設備投資



２月 戸数 前年同月比

新設住宅着工戸数 972 ▲ 18.9

新設住宅着工戸数は、２か月ぶりに前年

を下回った。

２月
総額

（百万円）
前年同月比

公共工事請負金額 35,843 9.7

請負金額は、２か月ぶりに前年を上回っ

た。

18

５．住宅投資

４．公共投資

出所）国土交通省

出所）北海道建設業信用保証㈱、東日本建設業保証㈱、西日本建設業保証㈱
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６．貿易

（１）輸出
２か月ぶりに前年を上回った。

（２）輸入
５か月連続で前年を下回った。

２月
輸出価額

（億円）

前年

同月比

北陸地域 490 6.0

２月
輸入価額

（億円）p

前年

同月比

北陸地域 556 ▲ 3.5



２月 件数 前年同月比

企業倒産件数 17 21.4

企業倒産件数は、２か月連続で前年

を上回った。

20

8．企業倒産

７．雇用

出所）㈱東京商工リサーチ

出所）厚生労働省（富山労働局、石川労働局、福井労働局）

２月
上段：倍率

下段：人数
前年同月比

有効求人倍率 1.51 ー

新規求人数 23,033 ▲ 1.7

新規求人数は、７か月連続で前年

を下回り、有効求人倍率は前月か

ら低下した。
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